
A Aの国際資産評価士資格は、

グローバルに認知された

資産評価の専門家の証です。

IF 、 PP、EPA/F Aの導入など、金融・経済のグローバル化へ向けた動きが加速化し、

世界は資産の時価評価を前提とした企業経営へ大きくシフトしつつあります。また、厳しさ

を増す国家財政の下、民間資金の活用を目指し、公共事業におけるコンセッション方式の

導入、ヘルスケアや公共インフラを対象としたリート市場が創設される等、機械・設備を含

む幅広い資産を対象とした新たな投融資も活発化しています。これまで我が国は確定決算

主義の伝統の中、機械設備等の動産については税務簿価が適用されてきましたが、今後

時価評価に向けたニーズが急速に高まって来るものと考えられます。ASA（米国鑑定士協

会）は、資産評価に関する資格・教育分野で世界的に高い権威と信用を持ち、特に機械設

備の分野では、A Aの資産評価士資格は、世界で唯一の国際的に認知された資格です。

��A Aの国際資産評価士の活 が今後 される分野

ファイナンス
米国で企業融資の25%を占めるABL

（動産担保融資）が日本でも広まりつつあります。
ヘルスケア・インフラリート等、

機械設備を含む幅広い資産が

投資対象となっています。
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会
IF の 適用等、時価会 に向けた

動きが加速しております。 会 では

機械設備も対象となり、 や

の確定に評価が活用されます。

動産評価
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A A 米国鑑定士協会 について

A Aは米国の シントン に を持ち、 に創設された米国で も い を する鑑定教育・資格の業界 主 の つです。 の米

国鑑定財 （ A F / AF の創設 ンバー を主導。 動産、動産、機械・設備、事業（含む知財）、 、 等 れ れの専

門分野での評価に関する教育と資格認定を提 しています。動産、機械・設備、事業評価の分野に いては特に高い権威と信用 を っており、A Aの鑑定

教育・資格は、 米に加え、 （ を含む）、 米、アフリ 、中国、 の ア ア 国、 セアニア等にて広く け入られ、これらの国 における評価のス

ン ー となっています。特に機械設備評価では、世界 大会 事務 （ ッグ ）をは 、国際的に認知される世界で唯一の機関です。また、A Aは

IF に対 した国際評価 （I I ）の 定 業についても、 AFと共に 的な を たしています。

税 務
機械設備においては、我が国で

も時価評価に り税 の 定

を える が です。

A
事業

資産 や Aにおける

価 PPA のた に時価評価

が られています。

米国鑑定士協会 A A 認定

国際資産評価士
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�� A Aの国際資産評価士資格を する リット

会 ー ー ースに

・ はA A IAの ー ースに

認定評価士として

A A ンバーシッ

ス ルアッ （会 金適用）

・A A IAが 営する 務 向 の

た のセ ー 会

・A A資産評価士資格 持のた の 教育

ログラ の での提
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での業務 ート

・ 機、 等、 な専門 を するA A評価

士との ット ー

・ しい評価 等について、 時 を け、ア

バイスを提

�� A A国際資産評価士 評価 E E

は、米国鑑定士協会 A A の機械設備評価の国際資格 に向けた です。A A ら 務経 な認定 を き、 を した

での 義を います。一 のコースは が します。（ コ ース ）。 IA/A Aに入会し、 と を

の 、 定の 務経 を たし、評価 の を けることに り、A A国際資産評価士（機械設備）の認定資格を けることができます。

ME201 
機械設備評価入門

機械設備評価の 用 ・ を 
し、資産評価士になるた の  

を します。

用 の定義、評価の  
と目的、主 評価方 コスト/
ーケット/イン ア ロー 、  

価 、 、価格指 活用
の 、評価 決定 ロセスの  
、評価 と 等

事 : 各種個別機械および簡単
な製造ライン

ME202 
機械設備評価の と

ME201の を ースに、 り高 
な評価 を します。 の  

を て の機械設備を
中  に評価 務 の の を
目指します。

フ アーバリ ー 公 価  
の算定、 な評価 ル、 り
高 な新 コストの算定 、 り
高 な 価  の算
定 、 定 の 等

事 機等

ž の 、 り ・ の があります。

の

機械設備 の がま で、 日本 でもあり

の でのス ートで が で の とい ものを で で 、

い も ま ま 。2 で 業

LL を ま 。 の 国 の機械設備 を い

る日本の ンス いと ています。 A A機械

設備・ 資産 ）

つて 機械設備 の ー での 企業 国 な を

ている ていま が、2 の の で の

が広がって ま 。動産担保融資 も が る と

ています。 で 米国 てA A資 を ていま が、日本での

が となっ とで ーケ トが する とを ています。

（ファイナン ルア イ リー ）

の 企業の ・ 業 機械設備の が な が

あり対 っていま 。 資 ていま が、 の で

・ア ー 業 で っています。（
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ME204
� ー イン ア  
ー 、 業 等

インカムアプローチに焦点をあてて、こ
のアプローチが有用な電力、化学プラン
ト、その他資産集約的な製造設備の評価
方法と事業評価で使われる種々テクニッ
クの活用方法を学びます。また、講座修
了試験に向けた準備も行います。

イン ア ロー に る評価、
関 する会 知 、財務 分  、事業
価 と イ 価 、  ロ ショ
ン、 ッシ フロー 分、適 、
税 、資 、機  的・経済的 化の
算定、 評価等

事例演習: レストランチェーン、揚水式発電
所、知財評価

ME203
ー と事

ME201 202で を  
ライン 設備 の  

てい ます。ま 、イン ア 
ー の の  
リース も り  

ます。

資本 ストと 、  
の 、 スト ン ア

リン 、 、  
、 リースの ・ リー

ス の 、 等

事  ル 場の 設備、  
ラント イ ン 場）等

・ や ーヘッ でA Aロ が 用

・ 向けのA A 資産評価士を し

た ンフ ットの提

・ IA主 の評価 向け 会・ 会の

・ に 評価 をお しの方へ の設 、 会 への

世界の 新評価 へのア セス

・米国A Aの評価に関する 新 等の での

提

・ IA/A Aが主 するイ ントや会 等への会

金での 加

務 ート

国の 産 本 いて動産 動産の ると が な

い の 等の ま 。ま 機械設備といっ

動産 融資の 担保と て ない とが って りま 。

の 動産が で ない で ない 、で の するの

、といっ とが の です。 後 の が なか

、 る が 、ま 企業の資 り ってABLの

を するな 業 の幅も広がりま 。（ ）

る 動産の 、 業 の ン ン 、 が む 動産 といっ

で の を ま 。動産 機械設備 ・  

機と り も で、 の り

す。日本で な 等 も 備で いますが、 動産 と

て ライアント 対する ー スの ・ を 、

て と ています。（ 動産 A ）
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米国鑑定士協会 A A 国際資産評価士（機械・設備）資格 までの れ

��入会 �����

入会 は、 IA事務 に く さい。 の 式 は、 IAの ー ー を く さい。
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��������認定資格

提 された は国 での一 の後、A Aの国際資格 会にて されます。 には ら となります。

��認定資産評価士 vVV3�WµŤ�Wʜľ�Ŗņ�3ʜ

間のフル イ の評価経 がある場 、認定資産評価

士 A A に認定されます。

�� 資産評価士C vVV3�W´š�WʜŁ�Ř´Ś3ʜv¹¹3ŅµŞ�3
のフル イ の評価経 がある場 、 資産評価

士 A A A A に認定されます。
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資産評価士協会 I A について

資産評価士協会は、グローバル化、IF の導入など、新時 を えた我が国の会 ・企業財務 務のニーズに対 する 的な資産評価のイン

フラ創設に向け、 教育事業、 、提 、 の 活動の を目的として、 動産鑑定士、公認会 士、 士 会等の が中 とな

り、 に設 された 営 の 。 の主 事業として、米国A Aとの業務協定に り、 でのA Aの資格・教育 の を 的に

っており、動産、機械・設備、事業評価（知的財産を含む）の資産評価士育 のた 、 でのト ーニング・ ・ライセンス ・会 ー

ス等の提 をしている。協会の目的は、我が国において 米 の資産評価とい 新たな専門的 を確 し、 のニーズに対しても 価で信

の高い資産評価 ー スが提 来る 会インフラを創設することに することである。

日本資産

5 5 ン ー ル

L 5 5

における資格 の場 、 務経 に対する が設けられています。

入会を された は に下 の きを い資格 定 となります。

A A国際資産評価士の認定を けるには、A A の国際資格 会 I E に る評価 の

を する があります。この に際しては 下が となります。 きは にて IAが します。

v� 入・ 済 入会

v�
v�
v� I に関する

v� 、 会 資格 は 、 等に り される場 があります）

��資格 定 への 格

v A A （ ット での ー ン ッ の ）の 格 IAはA Aと 定を しています。

v （ 米にて評価業務を 場 ）米国鑑定業務統一 （ PAP の 時間の と の 格。

v 教育 （機械 ・ 設備の場 は、 E 、 E 、 E 、 E の と の 格。

後、資格 定 となります。

v A A/ IAの会 となり、資格 定 資格を すること。

v 大 の 、もしくは れに する を された （または 等と認定された ）。

v する資格 ルに た 務経 を していること。

資格 認定

A ・A A等の資格 は ロフ ッショ ルとしての 的な が られており、 資格を

持するた に にA A にて認定された教育 の や の 活動 E

E お PA P A を て 時間 の が義務 けられています。

の 認後、 式に A となります。




